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レンコン黒皮症の原因であるレンコンネモグリセンチュウ（以下、レンコンネモグリ）

を知り、適切な対策を行ってください。 

 

【レンコンネモグリの特徴】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はすだね通信74 号  土浦地域農業改良普及センター 令和 8 年 7 月 

「ﾚﾝｺﾝﾈﾓｸﾞﾘｾﾝﾁｭｳ」を知ろう 

 

レンコンネモグリは、れんこん根部に

寄生するため、根部の方が土壌より、

はるかに多く生息しています（表 1）。 

植物に寄生するセンチュウの

中では体長が比較的大きく、

幼虫でも 1 ㎜以上、成虫は

3 ㎜程になります。 

頭部に口針があり、口針

を植物細胞にさして栄養

を吸収します。 

レンコンネモグリの口針

は、他の植物寄生性より

太く明瞭です。 

動きはゆったりしています。 

土壌内では、土粒間にある水

を通じて移動すると考えら

れています。 

普及センターでは顕微鏡

下で動きや口針の有無に

より、レンコンネモグリ

を判別しています。 

レンコン黒皮症の黒点部分を

電子顕微鏡で観察すると､組織

の崩壊と陥没が見られます。

レンコン黒皮症は、レンコン

ネモグリが、れんこん表面を

傷つけたことなどにより発生

します。 

根部中のセンチュウ 

メス成虫 

根（頭/5g） 土壌（頭/300ml）

79 6

表1　同じ圃場で採取した根または土壌中
のﾚﾝｺﾝﾈﾓｸﾞﾘ数（令和5年4月調査）

過去の室内試験では、絶食状態かつ

10～30℃の条件下で 150 日以上

生存しました。 



表2　ﾚﾝｺﾝﾈﾓｸﾞﾘが温湯処理で致死する条件

温度 40℃ 43℃ 50℃

処理時間 4時間 1時間 5分以内

【レンコンネモグリの１年】 

・ レンコンネモグリの発生は、1 年 1 世代の年一化性と考えられています（図 1）。 

・ 根部中のレンコンネモグリ数は９月頃にピークとなり、その後は減少します （図 2）。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レンコンネモグリが苦手とする条件はあるの？】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越冬したレンコンネモグリは春先にハス

が定植されると、根に侵入します。 

成虫は交尾し、5～8 月に

根部中に産卵します。 

卵から孵化した幼虫が成長し、

成虫となります。 

9 月以降、レンコンネモグリは

れんこんの生命活動低下とと

もに根から移動、または根内で

そのまま越冬します。 

ZZZ… 

種バスのセンチュウ検査は

9 月頃のピーク前後がよい

とされます 

乾燥に弱いので、使用した用具

や機械は泥を洗い流した後に、

完全に乾燥させます。 

 

温湯処理によるレンコンネモグリの致死

条件は明らかになっています（表 2）。 

しかし、れんこんの生育に悪影響を及ぼ

します。 

図 1 レンコンネモグリの 1 年 

根 

センチュウ 

図 2 根部中のレンコンネモグリ数の変化 

極端な酸性 ・アルカリ性の条件下では

生存できない可能性がありますが、 

現時点で詳しい知見はありません。 

過去の試験において、9 万 V の静電気

を流しても、レンコンネモグリに効果が

ないことが確認されています。 

効果がない上、非常に危険なため、現地

では絶対に行わないでください。 

石灰窒素とグランドオンコル粒剤

は効果のある登録農薬です。 

卵 

農薬の使用時の注意：令和 8 年 6 月 1 日時点の内容です。資料の作成にあたっては、農薬使用基準の内容について細心の注意をはらっていますが、農薬を使用

する方は必ず、使用する前にラベルを見て、対象作物、希釈倍数や使用量、使用時期、使用回数等を確認し、農薬の誤った使用を行わないようにしてください。 


